
世界各地に拠点を置き、お客様を身近でサポート
ヤマザキマザック 株式会社

　工作機械メーカーの株式会社
ヤマザキマザックは、70年頃からア
メリカ、ヨーロッパに現地会社を設
立し、海外進出を積極的に行ってき
た。92年には初のアジア展開として、
シンガポールに小型ＣＮＣ旋盤の
生産工場を稼動開始。現在では
立形マシニングセンタを含む12機
種の製品が生産され、東南アジアは
もちろん、世界各地へ輸出している。
　同工場は高度にＩＴ化、無人化さ
れた生産設備と品質管理で、日本と
同じクオリティの製品づくりを実現し
ている。さらに東南アジアのお客様
へのサポートに力を入れ、機械の展

示、技術相談、各種トレーニングな
どを提供するテクノロジーセンター
をタイ、インド、シンガポールに３ヵ
所、セールス・サービス活動を行うテ
クニカルセンターをベトナム、マレー
シア、インド国内に４ヵ所設置し、
迅速なサポート体制を構築。今後も
末長い信頼を得るために、客先の身
近に拠点を置くことで、生産、開発、
販売、サービス活動などのトータル
サポートを提供するためよりいっそ
う拡充・強化していく。

会社
紹介

ヤマザキマザック株式会社 工作機械のリーディングカンパニーとして、CNC旋盤、マシニングセンタ、レーザ
加工機を始めとする幅広い製品レンジを展開。グローバルな生産体制を確立し、
米国、英国、シンガポール、中国にも、工作機械の生産拠点を設けている。

本社所在地：〒480-0147　愛知県丹羽郡大口町竹田1-131
 TEL：0587-95-1131 ／FAX：0587-95-3611　URL : http://www.mazak.jp/

３国拠点でより強力なモノづくり企業を
株式会社 キャステム

　小ロットゆえに敬遠されていた金
型に対し「金型が高いという難題を
解決」「型費９万円システム」を打ち
出し、多品種・小ロット業界の課題
解決に務めている株式会社キャステ
ムは、ロストワックス精密鋳造部品、
金属射出焼結部品などの開発・設
計・製造を行っている。
　90年代、アジア市場の勢いと活
力を肌で感じ、海外進出を決断。96
年にフィリピンにロストワックス精密
鋳造会社を設立。その後タイに2拠
点、11年9月にはフィリピンで2つ目
の、金型からMIM品まで一貫生産
する工場を設立した。

　海外工場では、日本と同等の品
質を維持する生産体制を構築。数
個単位の小ロット品から大量まで内
容に応じて的確に対応している。ま
た、日本国内においては高難度の開
発品を中心に客先への対応力を強
化している。海外工場の成長は日本
の社員にとっての刺激とモチベーシ
ョンにつながっている。今後もグル
ープが互いに刺激し合うことで相乗
効果を上げ、難題に取り組んでいく。

会社
紹介

株式会社 キャステム 精密鋳造部品の製造販売を主軸として、国内および海外に事業展開するグロー
バル企業。ロストワックス、MIM等の技術を駆使し 高品質、低コスト、短納期、多品
種、小ロットを実現。

本社所在地：〒720-0004　広島県福山市御幸町中津原1808-1
 TEL：084-955-2221㈹／FAX：084-955-2065　E-mail：info@castem.co.jp

タイ フィリピン

2012年からの展開 海外進出企業特集

海外数ヶ所に拠点 世界数カ所に拠点を置き、幅広く展開

ヤマザキマザックシンガポールPTE.,LTD.

ベトナム

受け入れ体制の充実

ベトナムから見る
「今後の海外進出に必要なもの」

　年々、中小製造業の海外進出が増加しています。中小製造業の海外進
出を後押ししている要因として、日本国内の閉塞感がよく話題にのぼりま
すが、進出先の国の受け入れ体制が徐々に整い始めたという事がポジテ
ィブな要因ではないかと考えられます。
　ベトナムでも、非常に多くのレンタル工業団地が整備されています。同
時に、小規模の区画割りで土地を販売する工業団地も増えてきています。
　これにより、例えば500㎡のレンタル工場でマシニングセンター、NC旋

株式会社ＮＣネットワークベトナム（NC NV JSC.,）
ＮＣネットワークのベトナム支社。2010年9月設立。ベトナム進出前の各種調査・準備段階か
ら、実際にベトナムに進出した後の運営まで、海外進出のサポートを幅広く行っている。

盤、そして何台かの汎用機で現地工場を開業するということが出来ます。
あるいは、ランニングコストの低減と進出数年後の生産拡大を考慮に入
れ4,000㎡の土地を購入し、まずは2,000㎡程の工場を建てるという企業
もあります。工業団地の中には日本食レストラン、ショッピングセンターや
銀行、社員寮や託児所まで揃っている所まであり、初めての海外進出であ
っても手厚いサポートが受けられるケースもあります。ベトナムに進出する
環境はかなり整いつつあると言っても差し支え無いでしょう。

経済環境への注目
　工業用地という点では、環境は間違いなく整ってきているでしょう。しか
し、どこの国でも同様かと思われますが、経済的な環境にも注意が必要で
す。ASEAN諸国においてベトナムが大きく特徴的なのは、ずば抜けた貿
易赤字国家だという点です。原油や鉄鉱石、米やコーヒー、魚介類などの
輸出で多くの国に喜ばれているベトナムですが、反面、石油や鉄や工業製
品などといった付加価値の高い品物の輸入額が常に輸出を上回り続け
ているのです。＜表1＞

　このことも手伝いドン(ベトナムの通貨)は日に日にその価値を下げ、
2007年には1ドルあたり16,000ドン程度だった対ドル相場が、2011年に
は1ドルあたり22,000ドン程度と、わずか4年程で実に30％弱の下落をみ
せています。＜表2＞　このような環境において材料を外国から輸入する
ベトナム国内では、製造原価と売上の為替バランスを調整し上手に利益
を得てゆくための仕掛けが求められます。（なお現在、国内取引は原則ベ
トナムドンで行う事が義務付けられており、2012年10月より厳罰化が実
施される予定。）

進出への心構え
　ベトナムはもとより海外進出にあたっては、現地の経済環境を視野に入
れたマネジメントも忘れてはいけない要素でしょう。進出国の状況に合わ
せて、いかに現地拠点を運営していくかが利益を生む鍵です。そのために
は現地での鋭い営業手腕、日本本社からの十分なサポートが求められる
のだと思います。
　海外進出を検討されている場合は、進出前の現地調査により自社に合

った対策を講じ、長期的な運営計画を立てることで海外進出の有益さを
検討することをお勧めします。そのためにも早い段階から経営陣自らが現地
に赴き、調査や現地工業稼働に積極的にかかわっていくべきでしょう。
　進出先はまるで別世界です。本社の10倍以上の規模の工場を持ち、大き
な利益を上げている企業も沢山あります。それを支えるのは社長の信念であ
り、その信念を揺るがせないだけのリサーチと行動力ではないでしょうか。

ＮＣネットワークベトナム
代表取締役　大塚 哲久

＜グラフ 1＞

貿易収支グラフ

＜グラフ 2＞ ドル、ベトナムドン為替変動

グラフ8　為替相場の動向（VND/USD）
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